
船舶事故等調査報告書 

平成２７年７月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４広第１７９号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２６年１０月１日 ０５時３０分ごろ 

発生場所 山口県徳山下松港 

 徳山下松港新川防波堤灯台から真方位２３４°４,７００ｍ付近 

 （概位 北緯３３°５８.６７′ 東経１３１°４９.２４′） 

事故等調査の経過  平成２６年１０月２日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 えびす丸、１.６５トン 

 ＹＧ３－３９９６５（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

 損傷 船首部船底に亀裂を伴う凹損、プロペラに曲損等 

 事故等の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、船首約０.４ｍ、船尾約０.６ｍの

喫水により、平成２６年１０月１日０５時２０分ごろ山口県周南市大

島半島の係留地を出発し、同市黒髪島南方沖の漁場に向かった。 

 本船は、船長が手動操舵に当たり、約１３ノットの対水速力で大島

半島沖を陸岸に寄って南東進中、０５時３０分ごろ大島半島鍋尻岬北

東方沖の岩場に乗り揚げた。 

 船長は、錨を投入した後、海上保安庁へ１１８番通報した。 

 本船は、潮位の上昇を待って自力で離礁し、来援した僚船により係

留地までえい
．．

航された。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東北東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期、潮高 約９７cm（徳山） 

日出時刻：０６時０７分ごろ 

 その他の事項  船長は、大島半島鍋尻岬周辺に岩場が存在することを知っていた

が、正確な位置までは知らなかった。 

 船長は、日出までに黒髪島南方沖の漁場に到着したいと思い、ショ

ートカットをして大島半島の陸岸寄りを航行していた。 

 本船には、レーダー及びＧＰＳプロッターはなかった。 

 船長は、本事故当時、救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 

あり 

なし 

なし 



 判明した事項の解析  本船は、大島半島沖を南東進中、船長が、大島半島鍋尻岬周辺に岩

場が存在することを知っていたものの、日出までに漁場に到着したい

と思い、ショートカットをして陸岸寄りを航行したことから、鍋尻岬

北東方沖の岩場に接近し、同岩場に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、大島半島沖を南東進中、船長が日出まで

に漁場に到着したいと思い、ショートカットをして陸岸寄りを航行し

たため、鍋尻岬北東方沖の岩場に接近し、同岩場に乗り揚げたことに

より発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・事前に海図などにより航行する海域の水路状況を調査しておくこ

と。 

 


